






要約:心とからだをむしばむもの「タバコ・シンナー・アルコールなど」の害が強調され、

児童・生徒妊産婦の指導や成人病の予防対策が積極的に行われ、その重要性が定着してき

た。 

我々は昭和 56 年、62 年の 2 回に亘って、妊婦の喫煙と飲酒行動が胎児に及ぼす影響につ

いて調査し、妊娠中の継続喫煙率が夫々8.3%、6.8%とやや減少傾向があり、また胎内発育

は喫煙群で有意に低い結果が得られた。 


